
上越市長選(10月29日投票)には“自主投票”で 
日本共産党上越地区委員会  

 日本共産党上越地区委員会は、このほど10月の市長選挙に対する方

針として、“自主投票で臨む”と発表しました。 

 日本共産党の選挙での基本的な立場は、①市民と野党の共闘でたた

かう、②国と市の悪政に対してきっぱりと対決することです。これま

で、この基本姿勢にもとづいて協議・検討を重ねてきましたが、広い

共闘関係を結ぶことのできる候補者の擁立、推薦などにいたらなかっ

たことから、このように決定したものです。 

 このことにかかわらず、日本共産党は、ひきつづき市民の命と暮ら

し、平和を守るために奮闘します。また、きたるべき総選挙をはじめ

として、市民

と野党との共

闘の発展をめ

ざして、全力

を尽くしてま

いります。 

 

災
害
の
防
止
に
は
、
日

ご
ろ
か
ら
の
訓
練
と
心
構

え
が
何
よ
り
も
大
事
と
、

２
日
、
総
合
防
災
訓
練
が

看
護
大
学
と
近
く
の
関
川

河
川
敷
で
行
わ
れ
ま
し

た
。 

 

今
年
の
防
災
訓
練
は
、

県
の
訓
練
と
合
同
で
行
わ

れ
、
米

山

知

事

を

は

じ

め
、
県
内
各
自
治
体
の
消

防
や
防
災
関
係
者
も
参
加

し
て
の
大
規
模
な
も
の
と

な
り
ま
し
た
。 

 

想
定
は
、
高
田
平
野
西

縁
断
層
を
震
源
と
す
る
大

き
な
直
下
型
地
震
が
発
生

し
、
高
田
気
象
観
測
所
で

震
度
６
強
を
観
測
し
た
と

い
う
も
の
で
す
。 

 

最
初
に
、
地
震
の
発
生

に
伴
う
緊
急
情
報
を
防
災

行
政
無
線
な
ど
で
一
斉
に

配
信
す
る
と
と
も
に
、
各

地
の
総
合
事
務
所
や
県
の

災
害
対
策
本
部
な
ど
と
も

瞬
時
に
連
絡
を
と
り
、
実

際
の
訓
練
に
入
り
ま
し

た
。 

 
昨
年
暮
れ
の
糸
魚
川
市

で
の
大
規
模
火
災
を
踏
ま

え
、
住
宅
密
集
地
の
火
災

防
御
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
訓
練
で
は
、
常

備
消
防
と
消
防
団
の
ほ
か

に
、
新
潟
県
消
防
防
災
航

空
隊
と
富
山
県
防
災
航
空

セ
ン
タ
ー
が
協
力
し
、
２

台
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を

使
っ
て
陸
と
空
か
ら
の
消

火
活
動
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。
同
時
に
、
ド
ロ
ー
ン

に
よ
る
空
撮
を
行
っ
て
、

消
火
状
況
も
映
像
で
把
握

し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
今
回
は
動
物
同

行
避
難
訓
練
も
併
せ
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

避
難
住
民
と
と
も
に
、
飼

育
す
る
動
物
の
避
難
訓
練

を
行
う
と
い
う
も
の
で

す
。
避
難
先
で
は
、
避
難

動
物
を
把
握
す
る
た
め
の

受
付
カ
ー
ド
の
記
載
や

ケ
ー
ジ
等
に
入
れ
る
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
ほ
か
に
、
災
害
時

の
臨
時
放
送
訓
練
、
福
祉

避
難
所
を
含
め
た
避
難
所

の
開
設･

運
営
訓
練
、
倒
れ

た
樹
木
の
処
理
訓
練
、
道

路
上
に
散
乱
し
た
木
材
や

コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
、
電
柱

等
を
撤
去
す
る
訓
練
、
土

砂
や
瓦
れ
き
、
倒
壊
し
た

家
屋
な
ど
か
ら
の
救
出･

救

助

訓

練
、
災

害

ボ

ラ

ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置･

運
営
訓
練
、
救
援
物
資
輸

送･

受
入
訓
練
、
そ
れ
に
多

数
の
遺
体
を
取
扱
う
訓
練

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

閉
会
式
で
講
評
し
た
米

山
知
事
は
、｢

最
新
の
知
見

で
、
自
治
体
や
国
、
自
衛

隊
、
海

上

保

安

庁
、
消

防
、
医
療
、
福
祉
な
ど
多

く
の
方
々
に
力
を
発
揮
し

て
も
ら
え
る
体
制
を
作

り
、
地
域
の
防
災
総
合
力

を
高
め
て
い
き
た
い｣

と
述

べ
ま
し
た
。 

 

昨
今
は
、｢

自
助･

共
助｣

が
強
調
さ
れ
、
う
っ
か
り

す
る
と
災
害
か
ら
身
を
守

る
こ
と
も
自
己
責
任
で
あ

る
か
の
よ
う
に
語
ら
れ
る

風
潮
が
あ
り
ま
す
。 

 

し
か
し
、
自
助
や
共
助

だ
け
で
は
追
い
つ
か
な
い

の
が
災
害
で
す
。
そ
の
た

め
に｢

公
助｣

を
担
う
行
政

が
あ
る
の
で
す
。 

 

ま
ず
、
知
事
の
言
う
よ

う
に
行
政
に
よ
る
防
災
総

合
力
を
高
め
る
こ
と
に
力

を
つ
く
す
の
が
、
行
政
の

責
任
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。  

 
 

Ｎｏ．５６２ ２０１７年９月１０日  
 

連 橋爪 法一 090-5392-1961 (吉川区代石) 
絡 橋本 正幸 080-1980-9855 (三和区鴨井) 
先 上野 公悦 090-7260-9407 (頸城区中柳町) 
  平良木哲也 090-1808-6919 (上中田) 

 ３日、北朝鮮は、国際社会の

強い抗議にもかかわらず、広島

型の８倍とも言われる規模の核

実験を強行しました。 

 上越市議会は、９月議会初日

の５日、この暴挙に対して急

きょ全会一致で抗議決議を採択

しました。 

 決議は、日本上空を通過する

弾道ミサイルの発射など、北朝

鮮が国連決議に違反する暴挙を

くり返していることを指摘し、

｢我が国を始め、アジ

ア・太平洋地域の平和

と安全を脅かすもので

あり、国際社会全体に

極めて深刻な危機を及

ぼし、重大な不安を与

える行為は断じて許す

ことはできない｣とする

強い抗議の意思を示す内

容です。 


